
防護具（PPE)の着脱は
正しくできていますか？
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資料：SARAYAより引用

防護具(PPE)は、標準予防策上なくてはならないものです。
PPEは必要な場面で正しく使用しなければその役割を十分に発揮することができません。
また、過剰なPPEの着用は費用や労力のムダになります。
いつもの防護具の着脱を見直しましょう。

最も汚れやすい手袋を最後に着け、最初にはずす
手袋・エプロン・マスクの正しい外し方を提起します。

自分の外し方と比較してみてください！
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抗菌剤の届出および血中濃度測定解析依頼の流れが変わりました。

基本的には電子カルテ上で医師が最初に行動をおこします。

スタートは文書作成です。

対象

チエナム・メロペン・ザイボックス錠および注の

使用を開始するとき

手順
医師 文書作成⇒感染ファイル⇒該当ファイル

⇒必要事項入力⇒印刷⇒印刷物を薬剤部へ提出

対象

ハベカシン・バンコマイシン・タゴシッドの

使用を開始するとき

手順
医師 文書作成⇒感染ファイル⇒該当ファイル

⇒必要事項入力

⇒採血指示

看護師 採血指示日に採血

⇒採血指示を出した日の自科カルテを開く

（指示日は看護師指示などを参考にしてください）

⇒「抗MRSA薬血中濃度測定および解析依頼」

   を修正する

   （この場合の修正とは看護部担当部分の入力のこと）

⇒印刷

⇒印刷物と検体を検査部へ持っていく

検査部 血中濃度を測定

⇒「抗MRSA薬血中濃度測定および解析依頼」を修正する

（この場合の修正とは検査部担当部分の入力のこと）

⇒薬剤部へTEL連絡する

薬剤部 全ての項目の入力が終わった「抗MRSA薬血中濃度測定

および解析依頼」を参照して解析

⇒解析結果が出たことを医師に

   掲示板（伝言板）またはメールで連絡

⇒解析結果のスキャナ取り込みを診療情報部に依頼する

届出・測定依頼が遅れている場
合は伝言板を利用して入力・提出
のお願いをしています。

以前 ２‐３病棟で実施していた
「ｶﾙﾊﾞﾍﾟﾈﾑ系抗菌剤の使用調査」の集
計結果は来年２月の環境感染学会で報
告する予定で準備中です。


